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Starter Pack DVD からのファームウェアアップデート⼿順 

 
 
本書では、ネットワークを経由してファームウェアをアップデートする⼿順について説明します。 
 
Windows OS をインストールしたクライアント端末上で Starter Pack DVD を使って、iLO ネットワーク経由で 
対象サーバーのファームウェアをアップデートする⽅法です。 
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1. 事前準備 
 

 システムユーティリティから、「TPM Visibility」の設定を［Hidden］に設定します。 
POST 時に<F9>キーを押して起動するシステムユーティリティから設定してください。 

   System Configuration > BIOS/Platform Configuration(RBSU) > Server Security > 
   Trusted Platform  Module Options > Advanced Trusted Platform Module Options > 
   TPM Visibility >［Hidden］ 
 

 
「TPM Visibility」がグレーアウトされている場合は、「Microsoft(R) Secured-core Support」 を 

[Disabled]に設定してください。詳細は「メンテナンスガイド（共通編）」を参照してください。 

 

 対象サーバーの iLO ネットワークとクライアント端末を同⼀ネットワークに接続します。 
iLO ネットワークの IP アドレスの設定⽅法は、「メンテナンスガイド（共通編）」を参照してください。 
 
 
 

本書では、次の静的 IP アドレスでネットワーク接続したときの⼿順で説明します。 
 

対象サーバー (iLO ネットワーク)  クライアント端末 

DHCP Enable : OFF  DHCP : 次のIPアドレスを使う 

IP Address : 192.168.1.1  IPアドレス : 192.168.1.2 

Subnet Mask : 255.255.255.0  サブネット マスク : 255.255.255.0 

Gateway IP Address : 0.0.0.0  デフォルト ゲートウェイ : なし 

 

  

ヒント
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2. ファームウェアアップデート 
 

(a) 対象サーバーでの操作 

1. クライアント端末と同⼀ネットワークに対象サーバーを接続する。 

2. 対象サーバーの電源を ON にして、POST 時に<F9>キーを押し、システムユーティリティを起動する。 
ファームウェアアップデートが完了するまで、このまま待機してください。 
 

 
 

 
対象サーバーの電源が OFF のときは、⼀部のファームウェアのアップデートに失敗することがあります。 

対象サーバーに OS をインストールしておく必要はありません。 

 

 

  

ヒント
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(b) クライアント端末での操作 

1. クライアント端末に Administrator 権限のあるアカウントでサインインし、Starter Pack DVD をセットします。 
2. Starter Pack DVD のフォルダーを開き、次のファイルを右クリックし、[管理者として実⾏]を選択します。 

<Starter Pack DVD>:\packages\clean-cache.bat 

 

3. 次の画⾯では、 「y」 を⼊⼒し、<Enter> キーを押します。 

 

以降は画⾯のメッセージに従って設定し、コマンドプロンプトを終了します。 
 

4. 次のファイルを右クリックし、[管理者として実⾏]を選択します。 
      <Starter Pack DVD>:\launch_sum.bat 
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5. Web ブラウザが起動したあとに、次の画⾯が表⽰される場合があります。  
画⾯が表⽰されない場合は、次の⼿順へ進んでください。 

 

     【画⾯が表⽰された場合】 
① [詳細設定]をクリックします。 

 
 

② [localhost に進む（安全ではありません）]をクリックします。 
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6. [ベースラインライブラリ]をクリックします。 

 

7. ベースラインライブラリの画⾯が表⽰されます。 
□ 「ベースラインが正常に追加されました」と表⽰された場合 

  → ⼿順 11 へ進みます。 

 

□ 「インベントリの進⾏中」と表⽰された場合 
  → 処理が完了するまで、しばらくお待ちください。 

「ベースラインが正常に追加されました」と表⽰された後、⼿順 11 へ進みます。 

 

□ 「ベースラインライブラリなし」と表⽰された場合 
→ ⼿順 8 へ進みます。 
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8. [ベースラインを追加]をクリックします。 
9. 「ロケーションの詳細」 の 「ディレクトリパスを⼊⼒」欄に、「<Starter Pack DVD>:\packages」を⼊⼒し、 

[追加]をクリックします。 

 

10. 「ベースラインが正常に追加されました」というメッセージが表⽰されていることを、確認します。 

 

11. 画⾯左上の [Smart Update Manager x.x.x]のエリアをクリックし、[ノード]を選択します。 
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12. 左ペインから、[ノードの追加]をクリックします。 

 

13. 次の必要項⽬を設定し、[追加]をクリックします。 

 

□ ノード  
説明 設定値 備考 

操作の選択 単⼀ノードあるいは既存の範囲のノードを追加 デフォルトから変更なし 

IPV4/IPV6/DNS 192.168.1.1 
「対象サーバー」 iLOネットワークの
IP アドレスを設定 

説明 iLO iLO と⼊⼒ 

ノードタイプ iLO iLO を選択 

□ 適⽤するベースライン  
説明 設定値 備考 

ベースライン Standard Program Package xx.xx.xx at <格納先> 
適⽤する 
Standard Program Package 
を選択 
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□ 認証情報                                                                                 
説明 設定値 備考 

ユーザー名 ＜iLO のログインユーザー名＞  

パスワード ＜iLO のログインパスワード＞  

 
14. 「インベントリ」をクリックします。 

 

15. [インベントリ]をクリックします。 

 

⼿順 13 で適⽤するベースラインを設定していないときは、「ベースライン」に適⽤する Standard Program 
Package を設定します。 
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16. 「レビューおよびアップデートの展開」をクリックします。 

 

17. 画⾯下にスクロールしたあとに、適⽤するファームウェアを選択し、[展開]をクリックします。 

 

18. 「インストールが終了しました。」と表⽰されたら、[View Log]をクリックします。 
ファームウェアの適⽤結果を確認します。 
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19. コンポーネント名の左側に表⽰されるステータスアイコンが緑⾊であることを確認し、[閉じる]クリックします。 

 

20. 画⾯右上の[ (セッション)]をクリックし、[ログアウト]を選択します。 

 

21. 「シャットダウン」にチェックを⼊れ、[OK]をクリックします。 

 

Web ブラウザを閉じます。 
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22. クライアント端末上に表⽰されているコマンドプロンプトを閉じます。 

 

23. 対象サーバーを再起動します。 

24. 本書の「1. 事前準備」で TPM を無効にしたときは、同様の⼿順で有効へ戻します。 
 
以上で、ファームウェアのアップデートは完了です。 


